
令和8年5月9日

【ANF設立の目的】 1）企業間交流・連携の拡大
会津地域における 2）販路開拓拡大・新分野参入
1 企業の持続的な成長 3）企業力の向上支援・人材育成
2 産業の活性化 4）産学連携
3 社会への貢献 5）会員企業の拡大

事業主体・連携機関

特記事項 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

企業プレゼン会 ○ ○
会員企業の取組の共有を図り、会員間の連携や取引拡
大を図る。工場や研究施設等の見学を通し知見を広げる

経営者会 ○
企業トップ層の連携を深めながら経営力、経営品質向上
を目指す

他地域産業支援機関との交流 ◎ 新潟県三条市及び産業支援機関訪問・交流

先進的地域視察 ◎
先進地や産業集積地域の視察、先進事例や技術動向を
現地で触れ、知見を得る

広域連携マッチング事業 （郡山地域テクノポリス推進機構） ○ ○ ○ ○
各地域の支援機関が連携し、地域間の企業マッチングを
図る（受託事業）

会員企業ヒアリング調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　○アンケート ANF事業・研修ニーズアンケート、企業訪問・意見交換

企業連携相談対応 （随時対応）
会員企業の要請により連携企業・団体・公設試の探索を
支援。その逆も対応。

自動車メーカ向け ▲ ▲ ▲

見本市への共同出展 　○機械要素技術展 　〇諏訪圏工業メッセ

御用聞き訪問 （福島県ふくいろキラリプロジェクト） ○ 〇
新商品開発のキッカケや技術課題の解決につなげる
1回目：5/14,15、　　2回目：9/10,11

新入社員研修 （テクノアカデミー会津） ○
実践的な研修による人材育成を目指す
4/2,3開催

入社2年目以降の社員研修
（別機関での開催案内にてフォ
ローする）

▲
入社2年目以降の社員のフォローアップ研修。他団体の
研修を会員に案内する。

女性活躍関連研修 体験 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 女性の活躍を後押しする研修（複数回プログラム）

組織マネジメント（コミュニケーション）
（生産性向上支援訓練。別機関
での開催案内にてフォロー）

▲ コミュニケーション力向上に資する研修

次世代経営幹部エッセンシャルズ （AiCTコンソ企業連携） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
次世代経営層、幹部層向け育成研修プログラム
（年間プログラム）

QC検定受験前講習 ○ ○
資格取得を支援する。2級は最小開催人数を設定
する

QC検定試験（CBT会津開催） （会津工業高校連携CBT対応） ◎ ◎
QC検定試験のCBT（PC受検化）に伴う会津での団体受
検。会津工業高校、会員企業と連携

技術教育 旋盤講習・フライス盤講習 ポリテクセンター会津

保全教育 保全基礎技能教育 （玉川エンジニアリング） 　 ○ 　 　 保全費低減、稼働率向上を目指す

危険体感講習 （玉川エンジニアリング） ○ ▲ ○ ▲ ○ ▲ ○ ▲ ○ ▲ ○ ▲
安全意識を高め、危険予知能力を向上し、労働災
害の未然防止につなげる

安全衛生 （生産性向上支援訓練） ▲
労働者の安全意識の向上や、事業場の安全対策
の効果を高める

生産・業務
ﾌﾟﾛｾｽ改善

生産管理 （生産性向上支援訓練） ○ 改善により生産性向上を実践する人材を育成する

DX推進
IT・経営の見える化
データ利活用・分析

（次世代経営幹部エッセン
シャルズにて実施）

自社のITの現在地や、経営の健康診断を通した見
える化。データ利活用のスキル向上など

地元高校生育成支援 ○ ○  　○ロボコン支援 地元高校と地域企業の交流を支援する

地域課題テーマワークショップ ○
講師を招聘し地域・社会課題をテーマに問題意識
向上、課題解決に向けたワークショップ開催

情報共有・発信 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 事業の月次共有、HPによる会員情報等発信

事務局会議 ○ ○ ○ 事業運営の協議・幹事会提案事項の協議

幹事・運営会議 ○ ○ ○ 事業運営の審議

総会 　 ○ 事業運営の審議及び決議
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企業連携及びビジネス機会の場を作り販路拡大を図る
7/1-3　機械要素技術展（東京）
11/12-14　諏訪圏工業メッセ（長野）
▲車を考える会終了に伴う

項目 内容
令和8年

○

令和9年

【凡例】

◎印： R8年度追加事業

白黒反転の事業 ： R8年度新規事業

▲印： R8年度廃止事業

白黒反転の事業


